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新型コロナウイルス感染症拡大に伴う大会等の延期・中止について 

 

日頃よりバレーボールの普及振興にご協力を賜わり厚くお礼を申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染症対策に関し過日スポーツ庁、文化庁並びに

文部科学省などから今後の対応については「３つの条件（密閉・密集・密接）

が重なる場」を徹底的に回避する対策が不可欠との考えが示されました。 

北海道内においては早期の対応が功を奏し、一定の成果が出ているようでは

ありますが未だ感染者が出ておりますし、東京都、千葉県、大阪府などでは集

団感染が発生し、先行きが見通せない大変な状況となっております。 

新学期からは小中学校・高等学校等の教育活動再開が予定されておりますが、

教育活動再開後も部活動などには一定の制約がかかり、これまでの学校休校、

それに伴う部活動の休止、正常な形での再開が見通せない状況にあることから、

当協会といたしましても４月上旬に予定しておりました各委員会会議を中止・

縮小し、５月に予定しております中学校選抜大会を中止することといたしまし

た。 

選手の健康や安全確保を優先するためには、学校再開後における北海道内の

患者数の推移や政府・関係省庁の対応を確認する必要があります。 

つきましては、各加盟団体においてそれぞれが主管される、ゴールデンウィ

ークまでに予定している大会等について、延期・中止をご検討していただきま

すようよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 



（参考） 

スポーツ庁 長官 鈴木大地 

 

スポーツに関わる全ての皆様へ 

今般の新型コロナウイルス感染症の影響により、国からの要請等も踏まえ、様々なスポ

ーツの競技大会やイベント等が中止・延期しています。 

そして３月２４日。国際オリンピック委員会と東京２０２０組織委員会は、２０２０年

東京オリンピック・パラリンピック競技大会の延期を発表いたしました。 

出場予定の大会等が中止等となり、辛く、悔しく、悲しい思いをされているアスリート

の方々や運動部活動等に取り組んでこられた方々も多くいらっしゃると思います。 

今後出場・参加する予定の大会等の開催が果たしてどうなるのか、報道等を見て不安に

思われている方も多くいらっしゃると思います。 

私も、スポーツ庁長官としての立場だけでなく、かつて同じように夢や目標に向かって

がむしゃらに前に進む日々を過ごしてきたアスリートの一人です。皆さんの努力の積み重

ねと、今回の事態に直面しての戸惑いや喪失感が計り知れないことを痛感しています。 

そのような状況でも、子供たちを励ます動画をＳＮＳに投稿するスポーツ選手の姿。悔し

さをこらえて次の目標に向けて努力することを気丈にも語る高校生の姿。深く心を打たれ

ました。 

大会等の主催者の方々等におかれても、長きにわたり使命感と熱意をもって準備をして

こられながらも、出場者等の安全と安心を考え、感染拡大の防止の観点等から検討し、身

を切る思いで中止や延期等の御決断をいただいています。 

改めて、感染拡大の防止に向けて様々に御配慮いただき、御対応されている全てのスポ

ーツに関わる皆様に、心から敬意を表し、また感謝申し上げます。 

 

このような時だからこそ、私はスポーツの価値を改めて強く感じています。 

スポーツは、心身の健康の保持増進に不可欠なだけのものではなく、国民に誇りと喜び、

夢と感動、そして勇気を与えるものです。人と人をつなぎ、地域と地域をつなぎ、国と国

をつなぐものです。 

こうしたスポーツの持つ力や素晴らしさが社会の活力につながるよう、国民の皆様の安

全と安心の下に我が国にスポーツを取り戻すことに向けて、皆様からお寄せいただいてい

る御意見や御要望をしっかりと受け止めながら、スポーツ庁長官の私が先頭に立って、ス

ポーツ行政をしっかりと牽引してまいります。 

 

最後に。お一人お一人の心構えと対策の実施が、感染拡大防止にとても重要であると思

います。スポーツ界も一体となって、感染症対策への引き続きの御理解と御協力をいただ

きますよう、お願いいたします。 


